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209　　　　 切迫早産に観察 されるさ ざ波様子宮

　収縮波 の 臨床的意義
一

特 に 、 切追早産 の 予後 と

　の 関係に つ い て
一

210　　　　 硫酸マ グネシ ウム に よる了宮収縮抑

制の作用機序に関する研究

琉球大

宮城博子 ，稲福　薫 ，神谷 　仁 ，彭　 世宏 ，

正 本　仁 ，東　政弘，金澤浩二

［目的］切迫早産に おける子宮収縮に は、「さ ざ波

様」子 宮収縮波を伴 っ て い る こ とがあ る 。 今回 、

この 子 宮収縮波に注 目し、切迫早産 の 予後 との 関

係に つ い て 検討 した 。［方法 ］
’
88．1コ 92．8の 期問

に 、 切迫早産（妊娠30週以 前）の 診断に て 入 院管理

とな っ た 156例 の う ち 、頸管開大例 、破 水例 、 感

染例 、多 胎例 、IVFD例 な ど 、切迫早産 の 原因が 明

確な もの を除外 した40例を対象 と した 。 rさ ざ波

様子宮収縮波」 と は 、分娩監 視装置上 、明 ら か な

子宮収縮 曲線 とは別 に 、 旦分
一1分 30秒 の 周期でみ

られ る小 さ な子宮収縮曲線で あ る 。 ［成績］  管

理 中、さ ざ波様収縮波 を認め た もの は 16例（さざ

波群）、 認め なか っ た もの は 24例（非さ ざ波群）で

あ っ た 。   塩酸 リ トドリン 投与 に よ っ て 、子宮収

縮曲線が抑制 された場 合 で も、こ の 収縮波は必ず

しも抑制 されなか っ た 。   経過中 、 頸管開大をき

た し て 縫縮術 の 適応 とな っ た もの は、さ ざ波群 で

7例 （43．8％〉、非ざさ波群 で 2例 （8．　3％）で あ っ た 。

  最終的な平均妊娠継続 日数は、さざ波群で 246．　9

±7．0日、非 さざ波群 で 264．9± 4．8日 で あ っ た 。

  早産に 至 っ た もの は 、 さ ざ波群で Il例 （61．　8％）、

非さ ざ波群 で 4例（16．7％）で あ っ た 。 以上 3項目の

差 は、いずれ も有意 で あ っ た （pく0．01−0．05）。 ［結

論 ］切迫早産におい て 、 分娩監視装置上 、 さ ざ波

様子宮収縮 波を伴 う例で は 、 頸管開大をきた し 、

早産 に 至 る例 が多か っ た 。 こ の 子 宮収縮 波は 、 患

者 の 自覚 しな い 潜在性 、持続性 の 子宮の 緊張状態

を反映 して い る もの と推察され、切迫早産の 予後

因子 と して臨床 的に重要 で ある こ とを指摘 した 。

大阪大

水木次郎 田坂慶一
， 増本伸之 池上博雅

笠原幹司， 西川吉伸 ， 田原 正浩 深見和之

神田裕樹， 三宅侃 谷澤修

旧 的］硫酸マ グネシウム の 子宮収縮抑制乍用の

メカニ ズ ム につ い て現在なお不明な点が多い
。 そ

こで今回は細胞内 Ca2 ＋

濃度変動の面か らその機

序を明 らか に しようとした。 ［方法］帝切患者よ

り本八同意ク）もと，子宮鵬 鶻 1豚の子宮筋微小片

を酵素処理 し単離細胞を得　24 − 48 時間培養

の後 実験に供 した。 実験はオキ シ トシ ン にて誘

導される細胞内 Ca2 ＋

濃度 （［Ca2 ＋

］ i）上昇

に対する影響を細胞外Ma2 ＋

濃度 （［Mg2
＋

］ ， ．

）を変えて検討 した 。 子宮筋細胞の ［Ca2
’ト
］ i

は Ca2 ＋

愍 又 　
｝

　　 素 　indo − 1を用い
，

細庖内Mgz ＋

濃度 （［Mg2
→−
」 i）はMg2 ＋ − f

ura − 2 を用 い それぞれ画像処理装置付き螢光

顕敷鏡を用い て測定 した 。　 城績］通常の 培養液

（［Mg2
＋

］。 、
＝ O． 8mM ）より高濃度Mg2 ＋

液 （10mM ）に置き替えると 1分後で はオキシ

トシ ン による ［Ca2
＋

］ i上昇億影響を受けなか

っ たが 　20 分後ではその 上昇は通常の培養液と

比べ て 26 ％に まで抑制された 。

一一・
方細胞外Ca

2 ＋

を除去 した場合に は 20 分後で もコ ン トn 一ル

との 間に有意差を認めなか っ た。また ［Mg 列

i嬾 嚇 課 では細 敏 腋 を蔵巖 Mg2 ＋

液に置

換した 1分後で は変動 しなか っ たが その 後ゆ っ

くり上昇し， 20 分後螢光比率にて 46 ％上昇 し

た 。 またオキシ トシン添加に よっ て ［Mg2
＋

］ 1

は変動を示さなか っ た 。 ［結謝 高濃度Mg2 ＋

液

はオキシ トシ ン に よる ［Ca2
＋

］ i上昇を揖制 し

， その メ カニ ズム と して高濃度Mg2 ＋

液による ［

Mg2 ＋

］ i上昇が主として細胞膜を通 じての Ca
Z ＋

流入を抑制するこ とが明か となっ た 。 硫酸マ グ

ネシウム の 子宮収縮抑制 糊 には上記の メカニ ズ

ム が関与してい ると考えられる。
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